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１ 開催概要 
（１）目的 

  多摩区地域デザイン会議は、より多くの区民の参加機会の拡充及び多様な市民意見を

聴取し地域課題の解決につなげていくことを目的に開催している。 

今年度の多摩区地域デザイン会議は、「地域でのつながりのつくりかた」をテーマと

しており、地域で何か始めたいと考えつつもまだできていない人を主な対象とし、講演

会や地域活動団体による活動紹介を通じて地域の「居場所」や「つながり」を見つける

きっかけをつくることを目的に、令和 4 年度から開催している地ケアフォーラムとその

テーマ及び開催目的が合致したことから、合同で「地域活動マッチングイベント 地域

のつながり！たまたまみっけ！」として開催した。 

 

（２）開催日時 

  令和 7 年 1 月 25 日（土） 10 時 00 分～12 時 30 分 

 

（３）会場 

  多摩市民館 3 階、4 階 
 

（４）参加者 

№ 分類  備考 人数（人） 

１ 一般参加者   70 

２ 団体関係者  

・多摩区観光協会ガイド部会 

・多摩エコスタイルプロジェクト 

・多摩区ウォーキング推進委員会 

・多摩区認知症カフェ・地域カフェ交流連絡会 

・(一社)多摩区ソーシャルデザインセンター 

・認定 NPO 法人かわさき創造プロジェクト 

・多摩区こどもの外遊び交流委員会 

・マチノパズル 

・多摩区自主防災組織連絡協議会 

・多摩区町会連合会 

・まほろばの会 

・多摩区内の公園緑地愛護団体 

・多摩区民生委員児童委員協議会 

・多摩サポーターズ 

・川崎市多摩区社会福祉協議会(ボランティア事業) 

42 

３ 登壇者  

・和
かのう

 秀俊
ひでとし

 教授 

・角谷
か ど や

 恭一
きょういち

 氏 

・橋本
はしもと

 宜
よし

明
あき

 氏 

・古藤
こ と う

 仁
めぐみ

 氏 

・安藤
あんどう

 芳
よし

宏
ひろ

 氏 
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４ 区役所関係者    15 
計 － － 132 
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（５）次第 

【第 1 部：講演とパネルディスカッションで気づきを得よう！】10:00～11:00 
●開会あいさつ 多摩区役所 佐藤区長 

●講演 田園調布学園大学人間福祉学部 教授 和 秀俊 氏 

地域活動の意義等についての基調講演 

  ●事例紹介 橋本 宜明 氏（多摩区ソーシャルデザインセンター副代表） 

   地域活動の実践者による「令和 5 年度車座集会で生まれた活動」についての紹介 

●パネルディスカッション 

“地域活動の実践者”、”最近活動を始めた人”、”まだ始めていない人”が登壇し、

和教授と地域活動を語り合う。 

 

【第 2 部：地域活動団体の話を聞いてみよう！】11:00～12:30 
多摩区で活動している団体がブースを設け、取組を紹介 

 ●第 2 部の楽しみ方説明 多摩区役所地域ケア推進課 杉本係長 

 ●活動団体ブース巡り 

 ●ちょこっと活動見学申し込み 

  活動団体の話を聞いて興味を持った方は、団体の活動見学に申し込んでいただく。 

 

（６）啓発グッズ 

  第 2 部で 2 団体以上のブースで説明を聞いた参加者先着 150 名に対し、オリジナル

エコバッグをプレゼントした。 

 

    

  

  

上記デザイン解説を、エコバッグに挟み込み配布した。 
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【参考】次第「イベントの楽しみ方」（当日配布） 
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２ 第１部：講演とパネルディスカッションで気づきを得よう！ 
 第 1 部では、和教授の講演で「なぜ地域や人とのつながりが重要なのか」について理解

を深め、橋本氏の事例紹介で、地域活動を通じてつながりが広がっていく実例について共

有した。その後、既に地域活動を実践されている方、地域活動を新たに始めた方、まだ始

めていない方に御登壇いただき、地域活動について和教授とパネルディスカッションを行

った。 

 

（１）基調講演「地域・人とつながるってなんだろう？」 和 秀俊 教授 

 【概要】 

  「地域・人とつながることがなぜ必要なのか、理想的なつながり方とは」をテーマ

に、統計調査やインタビュー調査の結果を基にした地域・人とのつながりの重要性の考

察や、定年退職者の地域デビューの必要性について、和教授に御講義いただいた。 

 （主な内容等） 

  ●地域・人の「つながり」の必要性について 

  ●川崎市高齢者実態調査から学ぶ、平均寿命の長さの要因の傾向 

  ●インタビュー調査から見る長寿の要因 

  ●理想的な「つながり」とは？ 

  ●定年退職者の地域デビューの必要性 

  ※講演スライドは、資料 1 を参照。 

 

（２）事例紹介「令和 5 年度の車座集会で生まれた活動について」 橋本 宜明 氏  

 【概要】 

  令和 5 年度車座集会（令和 6 年 2 月 18 日（日）開催）において、「地域でのつなが

りのつくりかた」について話し合う中で生まれたアイデアが、その後、具体的な地域活

動となった事例の一つについて、企画・主催者の橋本氏から紹介していただいた。 

  ※車座集会を契機に動き出した取組は他にもあるが、本イベントにおいては時間等の

都合上、一事例の紹介とさせていただいた。 

 （主な内容等） 

  ●令和 5 年度車座集会での提案内容 

  ●カラフルカフェについて 

  ●今年度のカラフルカフェの実績 

  ※講演スライドは、資料 2 を参照。 

 

（３）パネルディスカッション 

 【概要】 

  既に地域活動を実践されている方、地域活動を新たに始めた方、まだ始めていない方

に御登壇いただき、「地域活動を始めたきっかけ」「実践している地域活動をもっと盛り

上げていくには」「これから地域活動を始めるきっかけづくり」等について、和教授の

進行の下、語り合っていただいた。 

既に登壇した和教授、橋本氏を除く 3 名、角谷氏、古藤氏、安藤氏からの自己紹介の

後、パネルディスカッションを行った。 
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（登壇者プロフィール） 

No. 氏名 職業 年齢 主な活動 

（生活）エリア 

地域で活動を始めた、始めようと思ったきっかけ 

1 

安 藤
あんどう

 芳
よし

宏
ひろ

 

会社員 50 代 中野島周辺  11 年前、相模原から多摩区へ引っ越してきた。２年前までは、南生田

で子供がサッカーをやっていた関係で、地域とのつながりがあったが、

それが終了してからはつながりが無くなってしまった。 

 勤務先が中野島のため、仕事で地域との関係はあるが、異動すればそ

れも無くなってしまう。定年後、孤立してしまうのでは、という不安が

あり、何かしなければ、という思いはあるが、どのように地域とつなが

ればよいのかがわからない。今回のパネルディスカッションをきっかけ

として、地域とのつながりづくりができれば、と考えている。 

2 

角谷
かどや

 恭 一
きょういち

 

会社員 60 代 登戸、向ケ丘遊園周辺  30 年ほど、登戸・中野島に在住。今年60 歳となり、３月末で退職

予定。 

 会社では、50 歳頃から、定年退職後を見据えた研修等があったが、地

域とのつながりづくり、という論点のものではなかった。 

 ５年ほど前から、退職後の「第３の居場所」として地域活動をしたい

と考えはじめ、インターネットで多摩区ソーシャルデザインセンターの

存在を知り、２年前から参画した。 

3 

古藤
ことう

 仁
めぐみ

 

会社員 40 代 登戸周辺  普段は、都内で勤務。子どもが大きくなり、ママ友との関係が薄れた

ことで、子育て中の地域とのつながりが途切れてしまった。川崎が地元

ではないので、ママ友以外の知り合いがいなかったため、孤立感を感じ

ていた。また、親の介護が落ち着いたことで、時間に余裕ができた。 

 そんな折、２年ほど前に、和教授の「地域でのつながりの重要性」に

ついての講演を聞いたことがきっかけで、地域活動への参画を開始。現

在では、多摩ふれあいまつりの実行委員（障害啓発のイベント。毎年６

月に市民館で開催）、車いすの外出支援、市民記者（川崎市内の市民活動

を紹介する活動）等、様々な活動を行っている。 

4 

橋 本
はしもと

 宜
よし

明
あき

 

会社員 50 代 中野島周辺 熊本出身。2019 年に中原区から多摩区に引っ越してきたため、地の利

が無く、地域コミュニティへの入りづらさを感じていた。 

 多摩区ソーシャルデザインセンターには立上げの検討会から参加し、

現在は副代表を務める。 

 勤務する会社が実施するセカンドキャリアに向けた研修の中で、ソフ

トランディングの重要性を強く認識。定年退職された会社の大先輩が、

寂しそうに多摩川河川敷で佇んでいる様子を偶然目にしたことで、更に

その思いを強くした。 

 そうしたこともあり、誰でも参加出来る、地域でゆるいつながりを作

ることをコンセプトにした「カラフルカフェ」を企画・実施している。 
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【パネルディスカッション書き起こし】 

  

（角谷氏） 

 中野島に住んでいます。30 数年前、ラゾーナ川崎ができる前、東芝の工場が立ち並ぶ

川沿いの会社に勤めていました。その時に結婚し、登戸の社宅に住むことになりました。

それからずっと多摩区内に住み続けています。 

 子どもは独立、結婚して中原区に住んでいます。私と妻は二人で暮らしています。 

 今年 60 歳になり、3 月の退職に向けて、手続きを進めているところです。 

 2～3 年前に多摩区ソーシャルデザインセンターの存在を知り、勇気をもって参加し

て、現在はカラフルカフェを橋本さんと一緒に運営しています。 

 

（古藤氏） 

普段は、都内で会社員をしています。20 年くらい登戸に住んでいますが、親戚も知り

合いもいないので、子どもが生まれるまでは、地域とのつながりは全くなく、会社と自宅

を往復するだけでした。 

子どもが生まれたことで、地域の方との交流が少し増えましたが、親の介護が忙しくな

り、地域とのつながりは薄れてしまいました。 

ここ最近は、子どもが大きくなり、親の介護も落ち着いたことで、自分の時間ができま

したが、あらためて、地域に知り合いがおらず、寂しさを感じることが増えました。 

そんな折、2 年前に和先生の地域のつながりの重要性についての講演を聞いたことがき

っかけとなり、地域活動を始めることとなりました。 

 

（安藤氏） 

福島で生まれまして、相模原に住んでいました。子どもが小学校に入学するタイミング

で多摩区に引っ越してきまして、現在は南生田に住んでいます。 

仕事では地域とのつながりがあるのですが、定年退職後はつながりが無くなってしまい

ます。また、子どもがサッカークラブに入っていたので、コーチ等をやることで地域との

つながりはありましたが、それもなくなると、本当に何のつながりも無くなってしまう、

と思いまして、地域とつながるきっかけがほしい、と思い、本日参加しました。 

 

（和氏） 

それでは、皆さんが地域活動に参加するようになったきっかけについて、少し詳しく教

えていただければと思います。橋本さんからよろしいですか。 

 

（橋本氏） 

 私は 2019 年に中原区から多摩区に引っ越してきました。子どもが私立の学校というこ

ともあり、本当に地域とのつながりがありませんでした。 

 ちょうどその時、川崎市が、7 区でソーシャルデザインセンターの検討を始める、とい

うことを耳にし、飛び込みで検討会に参加させていただきました。それをきっかけとし

て、多摩区ソーシャルデザインセンターと関わるようになりました。 
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（和氏） 

 一般的に、地域デビューのきっかけは 2 通りあって、1 つは、町内会・自治会の役員に

輪番かもしれないが選ばれる、というもの、もう 1 つは、広報を見て、「これに参加して

みようかな」と思って参加してみる、というものです。ソーシャルデザインセンターとい

う、一見よく分からないものに食いついた、というのは、何かフックとなるものがあった

のでしょうか。 

 

（橋本氏） 

たまたま私の勤務先が 40～50 代向けにキャリア研修を実施しており、セカンドキャリ

アについて切実に考える機会がありました。また、定年退職した職場の大先輩が、多摩川

沿いで寂しそうに佇んでいる様子を目にしたこともきっかけとなりました。その方も私と

同様に地の利が無く、地域で居場所が無かったので、10 年後、自分も同じ姿になってし

まう、という危機感を当時持っていた、ということもありました。 

 

（和氏） 

先輩が社会的孤立をしている姿、というのは大変なインパクトがあったかと思います。 

角谷さんは、地域活動を始めたきっかけはどのようなものでしたか。 

 

（角谷氏） 

3 つくらい同時多発的なきっかけがあったかと思います。まずは、私も会社のネクスト

キャリアを考える研修を受けて、退職後の自分のあり方について考えさせられました。そ

んな時期に、子どもが小学生の頃、公園の清掃や通学路の交通整理等で中核的に活動して

いた酒屋さんが、まだその活動を続けている様子を目にしました。さらに、「社会をデザ

インする企画を考える」という仕事をしている中で、「ソーシャル」や「デザイン」とい

うキーワードで検索していたところ、「多摩区ソーシャルデザインセンター」の情報を目

にしました。 

こうしたきっかけが重なったこともあり、地元で近い、ということもあったので、3 年

間の活動報告書を閲覧できるタイミングで、区役所 1 階にある事務所に顔を出してみて、

その流れで参画することになりました。 

 

（和氏） 

「デザイン」という言葉は人を引き付けるものがあるのかもしれないですね。自然が豊

かなところはアーティストやクリエイターが多いです。多摩区も生田緑地など自然がたく

さんありますが、画家やアーティストが多いです。 

「ソーシャル」＝「社会的」な課題解決を目指す企業も増えてきている中で、地域デビ

ューしようかな、と考えている人からすると、「ソーシャルデザインセンター」という名

称は、とっつきやすい印象があるのかもしれません。 

一方、安藤さんは、橋本さんや角谷さんのように会社の中で定年退職後を見据えた研修

等の仕組みはあるのですか。 

 

（安藤氏） 

 会社主導ではなく、自分で研修等を調べて参加するなど自発的に動かないといけません。 
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 私は福島の生まれで、子どもの頃は地域のお祭り等によく参加していましたが、引っ越

してからは、元々出来上がっている地域の輪の中になかなか入って行きづらいし、誘って

もらうことも難しい状況がありました。将来は孤独になってしまうのではないか、という

不安があり、地域活動に参加しなければ、という思いがあります。 

 

（和氏） 

お仕事柄、地域の方と対話する機会が多いと伺っていますが、退職と同時にそれもなく

なってしまいますし、さらに、仕事がお忙しいということで、つながる時間が無い、とな

ると不安がありますよね。 

 

（安藤氏） 

 仕事が終わってから何か活動する、となると、夜しか時間が無い、ということになって

しまいます。 

 

（和氏） 

 カラフルカフェは、終了後みんなで飲食もする、とのことですが、夜など、現役世代の

方も参加できるような時間帯での開催はあるのでしょうか。 

 

（橋本氏） 

 今年度は第 2 土曜日の夕方 16 時から開催、ということで、現役世代の方も参加できる

ように日時設定しています。内容的には、2 時間ぐらい真面目な内容でワークショップ等

を行い、18 時からは乾杯、という流れになっていますので、会社員の方等、働いている

方も参加できるようにはなっています。 

 

（和氏） 

現役世代が参加できる日時設定というのは非常に重要ですね。地域活動というのは平日

日中に行われることが多いので、私自身も現役世代ですから、なかなか参加できないで

す。土日や仕事が終わった後の時間で活動できれば、それがサードプレイスになる、とい

う人は多いと思います。 

もう一点、先ほど安藤さんから「地元では地域のお祭りによく参加していたが、引っ越

してからはなかなか地域の輪に入れなかった」というお話がありました。私も、今では町

内会の防災部長をやっていますけれども、最初は地域のお祭りに顔を出す程度で、さらに

深く踏み込んで輪の中に入るのは心のハードルが高かったです。私の町会はオープンマイ

ンドの方が多いので、新参者の私をウェルカムという雰囲気がとても有り難かったです。

地縁に基づく関係というのは、「結束型＝しがらみ」が多く、新参者はなかなか入りづら

いです。それは、地方でも都市部でも共通の課題です。そこを一歩踏み出して地域デビュ

ーするには、何か違う仕掛けが必要なのか、もしくは、町内会・自治会の活動自体が多様

性や開放性を持ったものに変わっていく必要があるのかもしれません。 

 また、子育て中は、ママ友や子育て系の地域活動団体とのつながりがあると思います

が、子育てが終わって御自身も仕事をしているような状況ですと、地域とのつながりが薄

れていってしまうと思いますが、その辺りの実情や不安等はありますか。古藤さん、いか

がでしょうか。 
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（古藤氏） 

おっしゃるとおり、子どもが保育園や小学校低学年の時は、一人で行動できないので、

親も一緒に集まる場がありましたし、町会の子ども会に携わるなど、忙しいながらも地域

の方々とつながる機会があって、楽しく交流していました。中学生になったくらいの時期

から、親の手を借りなくてもいろいろできるようになって、一緒に行動することが減り、

地域とのつながりも減ってしまった、という実情があります。 

 

（和氏） 

昔は子どもを介して地域とつながるきっかけとなっていましたが、子ども会自体減って

きていて、無くなってしまった町会もあります。少年野球にしても、昔は町会単位でチー

ムがありましたが、今は無くなりつつあります。時代が変わっていく中で、町会としても

変わっていく必要があると思いますし、プラスアルファでサードプレイスとなり得る地域

の活動をどう増やしていくかが非常に大事だと思います。 

古藤さんはそのような中で地域活動を始められたわけですけれども、具体的な活動内容

や、つながりができた現在はどのような状況かをお話しいただけますか。 

 

（古藤氏） 

もともと地域で何か活動したいという思いがあったところ、2 年前、本日と同様のイベ

ントに参加して和先生の講演を聞いて触発され、その後の地域活動団体のブースに出展し

ていた社会福祉協議会にボランティアとして参加しました。ちょうど親が車いすに乗るよ

うになった時期だったので、車いすの方とお出かけするボランティアを行うようになりま

した。その縁で、現在では、障害の啓発活動を行う「多摩ふれあいまつり」の実行委員を

務めています。また、親の介護をしていた時、助けてもらえるような地域活動を知らなか

ったことで苦労した経験から、市内の市民活動を紹介する市民記者の活動も行っていま

す。 

 

（和氏） 

かなり色々な活動に参加なさっていて、ずいぶん地域でのつながりが増えてきたのでは

ないかと思います。 

角谷さんにお聞きしたいのですが、カラフルカフェに参加するようになって、地域での

つながりが増えた、と実感することはありますか。 

 

（角谷氏） 

かなりの人数と「はじめまして」のあいさつをしてきまして、知り合いは増えたと思い

ますが、カラフルカフェが終わった後に、また何か別の時間を一緒に共有するところまで

は至っていないように思います。ただ、それでもいいのかな、とも思います。どこかでま

たお会いした時に、「先日はありがとうございました」とあいさつできるだけでも、ずい

ぶん知り合いが増えた感があります。これからもそういった知り合いが増えていくでしょ

うし、知り合いの知り合いの方とつながることもあると思いますので、楽しいな、と思っ

ています。 
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（和氏） 

地域であいさつできる人が増えると安心感やうれしさがあると思いますが、そういった

ことは感じられますか。 

 

（角谷氏） 

カラフルカフェではないのですが、商店街の会長とやりとりする機会があり、後日、た

またま別件で生田緑地のお祭りに行った時に、その方が向こうから歩いてこられたので

す。その時、先方から「あっ、こんにちは」と言ってくださったのですが、それが本当に

うれしかったです。 

 

（和氏） 

 うれしいですよね。あいさつできる人が増えると、この地域に住んでいるな、という安

心感があると思います。 

 

（角谷氏） 

 今後も、あいさつはし続けていきたいと思っています。 

 

（和氏） 

私も地元で歩いていて「和さん」と声をかけていただけることがあるとすごくうれしい

です。今日、このイベントを通して皆様ともお会いできましたので、どこかでお会いした

時にはぜひ声をかけてください。 

橋本さんは、カラフルカフェを通じて知り合いが増え、人のつながりができたことで変

化はありましたか。 

 

（橋本氏） 

 つながりが増えていく中で心境の変化がありました。私は、もともと人見知りなところ

があったのですが、カラフルカフェの関係であいさつし続ける、コミュニケーションし続

けることで、慣れてきたのですね。人と付き合うのが、だんだん心地よくなってくる、相

手の顔色が明るくなると、自分もうれしくなる、という変化がありました。そんな中で、

自分自身、コミュニケーションに関する資格を取得してみよう、とか、新たな場に行って

みよう、とか、多摩区での活動以外でも広がりがありました。 

 

（和氏） 

 私も、もともとはすごく人見知りなのですが、25 年間全国を回って地域福祉の実践や

研究などを行っていると地域の方々とコミュニケーションをとらざるを得ないので、この

ように慣れてきました。 

 安藤さん、これまでの話をまとめると、まずは、あいさつできる人が増えることで、不

安感が安心感に変わってくるのではないかと思いますが、定年退職後の地域デビューにつ

いて思うところはございますか。 

 

（安藤氏） 

 これをやりたい、というものは今のところないのですが、何かしらきっかけを作って、

自分のできることから始めてみたい、と思いました。 
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（和氏） 

 本日、皆様のお話を伺って、あいさつができる程度の非常にゆるやかなつながりがある

だけで、安心感があるのだと思います。そのためにも、色々な活動に参加して、顔見知り

を増やす、ということが重要かと思います。この後の第 2 部では、様々な地域活動団体の

活動を知る機会がございますし、後日、興味がある活動を見学することもできます。実際

の活動の様子が分かりますし、活動している人たちの顔が見えるので、安心につながり、

一歩踏み出しやすくなるのでは、と思っております。 

 ぜひ、これからも、多摩区で皆様とあいさつできるような関係を築いていければ、と思

っております。 

以上で、パネルディスカッションを終了させていただきます。短い時間でしたが、あり

がとうございました。 
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【第 1 部の様子】 

 

 

 

佐藤区長 開会あいさつ 

和教授 講演 橋本氏 事例紹介 

パネルディスカッションの様子 角谷氏 

第 1 部 会場の様子 
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安藤氏 古藤氏 

橋本氏（写真左） 
和教授 
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3 第２部：地域活動団体の話を聞いてみよう！ 
 第 2 部では、第 1 部の講演、事例紹介、パネルディスカッションを聞いて、参加者の地

域活動への興味・関心が高まったところで、実際に地域活動団体の出展ブースを回り、団

体の活動について直接話を聞ける場を設けた。興味のある団体が見つかった方向けに、後

日、区職員同行のもと、地域活動団体の活動を見学できる「ちょこっと活動見学」への申

込みも行った。 

 

（１）出展団体一覧 

 

No. 団体名（ジャンル） 

1 多摩区観光協会ガイド部会（観光ガイド） 

2 多摩エコスタイルプロジェクト（エコなまちづくり） 

3 多摩区ウォーキング推進委員会（ウォーキング活動） 

4 多摩区認知症カフェ・地域カフェ交流連絡会（カフェ・居場所の相談・連携） 

5  (一社)多摩区ソーシャルデザインセンター（こども食堂、中間支援） 

6 認定 NPO 法人かわさき創造プロジェクト（スマホ教室、寺子屋事業） 

7 多摩区こどもの外遊び交流委員会（こどもの外遊び） 

8 マチノパズル（居場所、多世代交流） 

9 多摩区自主防災組織連絡協議会（防災活動） 

10 多摩区町会連合会（町内会活動） 

11 まほろばの会（緑地保全） 

12 多摩区内の公園緑地愛護団体（公園の愛護活動） 

13 多摩区民生委員児童委員協議会（見守り・相談） 

14 多摩サポーターズ（ボランティア） 

15 川崎市多摩区社会福祉協議会（ボランティア相談） 

※各団体の詳細、当日の配置図については、資料 4、5 を参照。 

 

（２）「ちょこっと活動見学」参加申込み状況（※1 月 25 日時点） 

 申込みのあった団体：11 団体 

 申込み人数：18 名 

 申込み件数：26 件 
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【第 2 部の様子】 

 

 

 

 

①多摩区観光協会ガイド部会 ②多摩エコスタイルプロジェクト 

③多摩区ウォーキング推進委員会 ④多摩区認知症カフェ・地域カフェ交流連絡会 

⑤(一社)多摩区ソーシャルデザインセンター ⑥認定 NPO 法人かわさき創造プロジェクト 
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⑦多摩区こどもの外遊び交流委員会 ⑧マチノパズル 

⑨多摩区自主防災組織連絡協議会 ⑩多摩区町会連合会 

⑪まほろばの会 ⑫多摩区内の公園緑地愛護団体 
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⑭多摩サポーターズ 

⑮川崎市多摩区社会福祉協議会(ボランティア事業) 

⑬多摩区民生委員児童委員協議会 

アタマの健康チャレンジ！の様子 

ちょこっと活動見学 申込み受付 
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４ 区民の意見聴取 
 イベント終了後、一般参加者と出展団体の参加者にアンケートを実施し、地域のつなが

りについての意識、現状等についての意見や、第 1 部の講演、事例紹介、パネルディスカ

ッションを聞いた感想及び質問を記述していただく形式で、区民意見の聴取を行った他、

質問に対しては、登壇者から回答を行う形で質疑応答を行った。 

 その他、第 1 部終了後、参加者が和教授に直接質問できるようにする等、様々な形で区

民意見を聴取する機会を設けた。 

集計結果及び主な意見は次のとおり。 

なお、自由記述のうち、個人や団体を特定される可能性があるもの、補足が必要なもの

については、公表に際して適宜修正・補記した。 

 

（アンケート回収数） 

一般参加者：40 人 

出展団体の参加者：14 人 

 

※次の回答については、無効回答として扱った。 

・単一回答の設問で複数回答しているもの 

・問 4 で「とても感じる」「感じる」以外を選択したにもかかわらず、問 5 に回答して

いるもの（問 5 のみ無効回答） 

 

●一般参加者向けアンケート● 

（１）本日のイベントについては何で知りましたか 

 回答数 ％ 

市政だより 17 42.5 
チラシ 6 15.0 
人から聞いた 5 12.5 
タウンニュース 3 7.5 
市ホームページ 1 2.5 
SNS（Facebook、X など） 0 0.0 
かわさき SDGｓパートナー向けメール配信 0 0.0 
自身が参加している地域団体への依頼 0 0.0 
その他 5 12.5 
無回答・無効回答 3 7.5 
合計 40 100.0 

  

 （その他の意見） 

  ・夫 

  ・ここの役所にきて 

  ・メールをいただいた区役所の方から 

  ・関係団体から 

  ・麻生区役所 
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（２）なぜ本日のイベントに参加しようと思いましたか（複数回答可） 

 回答数 ％ 

地域活動団体の活動について知りたかったから 23 39.0 
今まさに、地域でのつながりがないことに課題を感じていたから 16 27.1 
(退職後など)将来的に、地域でのつながりがないことに課題を感じたから 12 20.3 
地域活動団体に加入してみようと思ったから 5 8.5 
知人・友人に誘われたから 2 3.4 
その他 1 1.7 
無回答・無効回答 0 0.0 
合計 59 100.0 

  

 （その他の意見） 

  ・和先生のお話を聞きたかったので 

 

（３）本日のイベントに参加して良かったと感じる点はなんですか？（複数回答可） 

 回答数 ％ 

地域でつながりをつくることの重要性が分かった 23 33.8 
地域活動団体の活動について知ることができた 19 27.9 
地域活動に興味を持つきっかけになった 13 19.1 
地域活動団体や地域で活動する人とのつながりを深めることができた 5 7.4 
地域活動に参加してみたいと思った 5 7.4 
特に良かった点はなかった 0 0.0 
その他 1 1.5 
無回答・無効回答 2 2.9 
合計 68 100.0 

 

 （その他の意見） 

  ・会員さんの熱意に感動した。 

 

（４）あなたは、普段、地域でのつながりが希薄だと感じますか 

 回答数 ％ 

とても感じる 7 17.5 
感じる 21 52.5 
どちらともいえない 7 17.5 
感じない 5 12.5 
全く感じない 0 0.0 
無回答・無効回答 0 0.0 
合計 40 100.0 
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（５）（４）で「とても感じる」「感じる」と回答した方にお聞きします。 

   地域でのつながりづくりができていない理由はなんですか（複数回答可） 

 回答数 ％ 

仕事等で時間が無い 16 35.6 
人付き合いが苦手 9 20.0 
地域活動に一度参加すると、辞めづらいイメージがある 9 20.0 
地域活動団体は、人間関係が面倒なイメージがある 6 13.3 
そもそもつながりの必要性を感じていない 1 2.2 
その他 3 6.7 
無回答・無効回答 1 2.2 
合計 45 100.0 

 

 （その他の意見） 

  ・個人情報が厳しいので、表札がない家が多い。亡くなった人の情報もない。 

  ・フェイス to フェイスのつながりを感じていないと思う。 

  ・集合住宅（アパート）が増え、知り合いが少なく、地域が寒い。 
 

（６）本日の講演や事例紹介、パネルディスカッションを聞いた感想や、和教授や登壇者

に聞いてみたいことがありましたら、ご自由にお書きください。 
 

（感想等） 

・人はだれかに支えられて生きているとあらためて感じた。 

・自分と同じ事をみなさんが思っていると感じました。 

・既に地域でボランティア活動を 20 年間経験している。今後の活動の参考になった。 

・和先生には、いつもありがとうございます。数値にもとづいた分析を、お時間があれば

もう一歩深く聞ければと思いました。また、単身者の方の視点も聞きたかったです。 

・いろいろな人がボランティアに参加しているのだと再認識した。 

・講演のテーマに共感しました。 

・あいさつしてくれる人がいる事が、その場所に住んでいるということを実感する、とい

う言葉が心に残りました。 
 

（質問等） 

Q.身体障害者と SDC（ソーシャルデザインセンター）との関わりは何かあるか？ 
 

 【回答】 

  ●多摩 SDC 

多摩区ソーシャルデザインセンター（多摩 SDC）は地域の誰もが参加できるインク

ルーシブ （個々の違いを互いに認め、共生する）な場所でありたいと考えています。多

様な身体特性を持つ方々が利用しやすい環境整備や、必要に応じた支援の提供につい

て重要であると考えており、そのような活動を支援したいとも考えています。 

現在、多摩 SDC では、「パサージュ・たま （※）」の作品の常設展示 ・販売をしてい 

るほか、認知症サポーターを広げる活動を行っているメンバーがいらっしゃいます。ま

た、2025 年 2 月 8 日に開催したカラフルカフェでは、視覚障害者ガイドヘルパーにつ

いて学び、体験を行いました。今後も地域における多様性を尊重し、インクルーシブな

活動を支援していきたいと考えています。 
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（※）多摩区内の障害者団体や生活・就労支援を行っている障害者施設、地域活動支 

援センター等の活動紹介や作品展示、また、障害に関する相談先の紹介も行う、

障害の啓発事業です。 

https://www.city.kawasaki.jp/tama/page/0000045102.html#index-1-9 
 

Q.どうしたら、町会や各団体の活動に参加しようと思うかを教えていただきたい。 
 

【回答】 

  ●和教授 

   「ここに住んでいて良かったな」、「ここに住み続けたいな」と思えるのは、ご自身

が生活している地域において顔を知っている方や挨拶できる方が増えることでの安心

感やこの地域で生活している感覚を持つことができることだと思います。 

最も身近な地域活動である町内会・自治会の活動に参加すると自然と顔見知りや挨

拶できる方が増えてくるので、「まずは参加してみようかな」となるように思います。 

また、いつ災害が起きてもおかしくない状況でありますので、日頃から町内会・自 

治会の活動に参加して顔見知りや挨拶ができる方が増えることによって、お互いに気

にし合ったり、助け合う関係が生まれてくることも、参加する動機として重要だと思い

ます。 
 

  ●安藤さん 

   生まれた地域では、町内会や子ども会、お祭り等に参加していたので、参加するの

が当たり前という環境で育ってきたから参加すること自体に抵抗はありませんが、子

供が独立して将来独りになった時を想像すると不安を感じてしまい、地域との繋がり

があれば少しは安心した生活が送れるのではないかと思いました。 
 

  ●古藤さん 

   まずは、知ってもらうことだと、私は思います。わからないことに対して、誰しも

抵抗感があると思います。私は市内の活動を伝えるボランティアもしていますが、い

つ、どのような活動をしているのか、どのような人が活動に参加しているのかがわか

ると、興味を持ってもらいやすいと思います。体験会みたいなものがあるといいかも

しれませんね。 

町会であれば、掲示板に案内があると思いますが、昨年度の写真などがあるとイメー

ジがわきやすいと思います。多摩区でなく中原区の事例ですが、町会で参加者が増えた

という記事があるので、ご参考まで。 

＜木月伊勢町町内会 町内会のサポーター（かわさき市民活動センターHP）＞  

https://www2.kawasaki-shiminkatsudo.or.jp/volunt/11569/ 
 

  ●橋本さん・角谷さん（多摩 SDC） 

はじめに、私見となりますことをご了承ください。 

まず、活動の見える化を進めてみられてはいかがでしょうか。SNS や回覧板、地域

の掲示板などで、活動の様子や参加者の声を定期的に発信することで、活動の魅力が伝

わりやすくなります。特に、写真付きで具体的なエピソードを紹介することで、より身

近に感じていただけるのではないでしょうか。 

次に、参加のハードルを下げる工夫として、体験参加や見学会の実施、短時間で参加

できるプログラムの用意なども考えられます。また、子育て世代であれば子連れ OK に

する、働く世代であれば休日開催にするなど、対象に合わせた開催方法の工夫も有効か

https://www.city.kawasaki.jp/tama/page/0000045102.html#index-1-9
https://www2.kawasaki-shiminkatsudo.or.jp/volunt/11569/
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と思います。 

新しい方が来られた際は、複数の既存メンバーで温かく迎え入れ、活動後の交流時間

を設けるなど、関係づくりにも配慮があると良いと思います。さらに、若い世代や新し

い方が関心を持ちそうな新しい企画を取り入れるなど、活動内容自体の見直しも検討

されてみてはいかがでしょうか。 

 

Q.どのように地域コミュニティに参加していくか、心構えがあれば教えてください。つ

ながりの重要性や必要性は感じていますが、いざブース見学や実際にお話となると、

緊張してしまい、うまく入っていけません。 

 

【回答】 

  ●和教授 

   最初はご自身が気軽に楽しく参加できそうな雰囲気や内容の活動から参加なさると

よろしいかと思います。例えば、公園で散歩をしたり、ラジオ体操や健康体操などに

定期的に参加することによって、挨拶ができたり、顔見知りが少しずつ増えてくると、

地域に対する心のハードルが少しずつ低くなってくると思います。そして、少しずつ

地域に慣れてきてから、ご自身が興味ある地域活動に参加するとよろしいかもしれま

せん。 

 

  ●安藤さん 

   イベントやお手伝いで、いろいろな所に参加してその中から自分に出来るもの、向

いているものを見つけて参加していくのがいいと思います。 

   ※地域活動のイベントや手伝い募集の一覧が、一か所で確認出来て参加できるサイ

トとかがあると便利ですね。 

 

  ●古藤さん 

   心構えは、特にないと、私は思います。強いて言えば、嫌な時は行かない、無理し

ない事だと思います。各コミュニティで、色々雰囲気が違うので、色々試して、ご自

身が楽しいところや居心地がいいところを探してみるといいと思います。私も色々な

ところのイベントに参加して、様子をうかがったりしています。 

まずは、自分の家から遠いところのコミュニティから、試してみてはいかがでしょう

か？足が遠のいても、気まずい想いをすることは少ないと思います。 

 

  ●橋本さん・角谷さん（多摩 SDC） 

緊張してしまうとのことですが、それはごく自然な感情だと思います。まずは小さな

交流から始めることをお勧めします。緊張していることを素直に伝えてみても良いと

思います。 

また、緊張されるということは、ご自身のコミュニケーションの理想が高く、完璧 

を求めていらっしゃるのかもしれません。コミュニケーションに完璧や正解はありま

せんので、1％の前進を目指してみてはいかがでしょうか。1 日 1％の前進を 365 日続

けると、1 年後には 1.01 の 365 乗で 37.8 倍になります。ビックリですよね。完璧じゃ

なくても良いので、少しずつ前進してみることで、大きな変化が起きると思います。こ

のようなご質問をされるということは、つながりの重要性を感じていらっしゃるのだ

と思いますので、その思いを大切にして、小さな一歩、1％の前進を踏み出してみてく

ださい。応援しています。 
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多摩 SDC で毎月開催しているカラフルカフェでは、参加者がいてくれるだけで大き

な価値があります。特別なことをしなくても、ありのままでいること自体が重要な貢献

だと考えています。そういったところへの参加から始めてみるのも良いかもしれませ

ん。多摩 SDC では毎月の全体会もありますので、見学にいらしてもいいかもしれませ

ん。ご関心があれば、ぜひお問い合わせください。 
 

（７）あなたは「ちょこっと活動見学！」に申し込みましたか 

 回答数 ％ 

申し込んだ 12 30.0 
申し込まなかった 21 52.5 
無回答・無効回答 7 17.5 
合計 40 100.0 

 

（８）（７）で「申し込まなかった」と回答した方にお聞きします。 

   申し込まなかった理由はなんですか（複数回答可） 

 回答数 ％ 

予定が合わなかった 14 46.7 
活動見学に参加すると、辞めづらいと思った 3 10.0 
第１部が目的だった 2 6.7 
興味のある活動見学がなかった 1 3.3 
活動場所まで行くこと、または帰ることが難しかった 1 3.3 
その他 2 6.7 
無回答・無効回答 7 23.3 
合計 30 100.0 

 

 （その他の意見） 

  ・活動内容を知ることが目的だった 

  ・人気があって…おばさんの圧がすごかった 
 

（９）興味のある地域活動団体のジャンルはなんですか（複数回答可） 

 回答数 ％ 

料理・食生活 12 14.8 
まちづくり 11 13.6 
アート・芸術 9 11.1 
子育て 7 8.6 
園芸 7 8.6 
国際交流 5 6.2 
人権・男女共同参画 5 6.2 
ペット 4 4.9 
文学・語学 4 4.9 
写真・映像 3 3.7 
その他 7 8.6 
無回答・無効回答 7 8.6 
合計 81 100.0 
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 （その他の意見） 

  ・障害者の参加できるイベント 

  ・障害 

  ・共通の趣味 

  ・防災活動 

  ・多世代交流 

  ・野外活動、小中高支援 

  ・看護師・保育士のため（の活動） 

 

【年齢】 

 回答数 ％ 

10 代以下 0 0.0 
20 代 0 0.0 
30 代 3 7.5 
40 代 3 7.5 
50 代 8 20.0 
60 代 10 25.0 
70 代以上 12 30.0 
無回答・無効回答 4 10.0 
合計 40 100.0 

 

【職業】 

 回答数 ％ 

会社員（経営者含む） 14 35.0 
無職（収入が年金のみの方を含む） 11 27.5 
パート・アルバイト 3 7.5 
主婦・主夫（家事専業） 3 7.5 
自営業 1 2.5 
学生 1 2.5 
無回答・無効回答 7 17.5 
合計 40 100.0 
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●出展団体の参加者向けアンケート● 

（１）本日の講演や事例紹介、パネルディスカッションを聞いた感想や、和教授や登壇者

に聞いてみたいことがありましたら、ご自由にお書きください。 
 

（感想等） 

・講演、事例紹介、パネルディスカッションとも興味深かった。現在は、かわさき創造プ

ロジェクトでの活動や、居住しているマンションの管理組合活動などで多忙となってい

るが、余裕ができたら多摩 SDC の活動ものぞいてみたいと感じた。 

・パネルディスカッションで実際に活動している人の生の声が聞けたので良かったです。 

・地域の団体に入った生の声を聞けてよかったです。 

・自分自身も地域でのつながりは現状あまりありません。今は仕事、子育てと忙しく過ご

しており、なかなか地域に目を向けることは難しいですが、退職後や子育てが終わった

際に本日の内容を思い出し、行動していくためのヒントにしたいと思いました。 

・定年退職後の現状の実情があり興味深かったです。男性のケースのみでなく、女性も今

定年まで働く方も多いので、女性バージョンの統計も欲しかったです。 

・和先生のお話が第 2 部の活動につながる話で良かったです。 

・和先生の講演とパネルディスカッションは興味あるお話で良かったです。 

・パネルディスカッションで参加者のきっかけを聞いて良かったです。参加者に女性 1 名

はさみしい！！でした。 

・地域と繋がりたいのであればまずは町会から…と言うのをプッシュしていただけると良

いのではと感じました。 
 

【年齢】 

 回答数 ％ 

10 代以下 0 0.0 
20 代 0 0.0 
30 代 2 14.3 
40 代 1 7.1 
50 代 1 7.1 
60 代 3 21.4 
70 代以上 7 50.0 
無回答・無効回答 0 0.0 
合計 14 100.0 

 

【職業】 

 回答数 ％ 

無職（収入が年金のみの方を含む） 5 35.7 
会社員（経営者含む） 4 28.6 
自営業 2 14.3 
パート・アルバイト 2 14.3 
主婦・主夫（家事専業） 1 7.1 
学生 0 0.0 
無回答・無効回答 0 0.0 
合計 14 100.0 
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５ 資料編 

（１）当日配布資料 

  【資料１】基調講演スライド 
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  【資料２】事例発表スライド 
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  【資料３】パネルディスカッション 登壇者プロフィールシート 
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  【資料４】活動団体紹介シート 
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  【資料５】フロアマップ＆ブース早見表 
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  【資料６】活動見学一覧 
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  【資料７】健康ブース アタマの健康チャレンジ！ 
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  【資料８】参加者アンケート 
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（団体参加者用アンケート） 
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（２）広報 

  全世代向けのチラシに加え、現役世代で「定年退職前に地域とのつながりをつくって

おきたい」と考えている人、または、つながりづくりに関心がなかった人向けのチラシ

も作成し、ターゲットに届く広報を行った。 

  ●主な広報先 

  （全世代向け） 

   ・市 HP 
   ・情報プラザ経由での庁内各施設への配架 

   ・タウンニュース麻生区・多摩区版への記事掲載 

  （現役世代向け） 

   ・市内中小企業宛て送付 

     1,263 社 

・かわさき SDGs パートナー・ゴールドパートナー向けメール(市 HP への誘導） 

3,345 者（令和 6 年 6 月 25 日現在） 

 

  【全世代向けチラシ】 
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  【現役世代向けチラシ】 

 

  【タウンニュース麻生区・多摩区版記事（1 月 10 日（金）号）】 
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（３）メディア掲載 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京新聞 令和 7 年 1 月 14 日（火）】 【東京新聞 令和 7 年 1 月 21 日（火）】 

【タウンニュース麻生区・多摩区版 令和 7 年 1 月 31 日（金）号】 


